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はじめに

兵庫県では、網干沖小型船舶係留施設（網干沖ボートパーク）の管理運営について、より一層の

サービスの向上と業務の効率化を目指すために、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２

第３項、公の施設の指定管理者の指定等に関する条例（平成16年条例第２号）及び公の施設の指定

管理者の指定等に関する条例施行規則（平成16年規則第４号）並びに兵庫県港湾施設管理条例（昭

和36年条例第18号）の規定により、次の条件及び内容等により指定管理者を募集します。

１ 概 要

（１）指定管理の目的

網干沖ボートパークは、姫路港域で放置又は不法に係留しているプレジャーボートを収容する

ことにより、良好な港湾環境を実現することを目的に設置するものです。 
指定管理者は、この目的にそって適正に管理していただきます。

（２）指定管理期間

平成２３年４月１日から平成２８年３月３１日まで（５年間） 

（３）指定管理施設概要 ※１

指定管理対象施設は、ボートパーク（小型船舶係留施設）及びそれに隣接する駐車場等の施設

です。

① 所 在 地 姫路市網干区網干浜地先

② 収容能力 ５７３隻

③ 対象船舶 小型船舶

④ 係留施設 浮き桟橋１９基

・係留方法 縦付け式

・構造 鋼管杭式 間隔 3.0ｍ(実間 2.7ｍ)、3.8ｍ

・水深 -2ｍ

・干満差 1.45ｍ

⑤ 隣接施設 駐車場 １７０台 ※２

トイレ棟 １棟 ※２

照明灯 １７基 ※２

※１ 別添図面参照

※２ ボートパークの専用施設ではなく、背後の港湾緑地の利用者も利用する施設

（４）利用状況

H22.６.30現在 230隻 （収容能力 573隻）

２ 応募の方法

（１）応募資格

網干沖ボートパークの管理運営を行うにふさわしい能力を有する法人又はそのグループであ

って、次の全ての要件を満たす者

① 地方自治法施行令第167条の４の規定に基づく兵庫県入札参加資格制限基準による入札参加

の資格制限に該当しないこと

② 兵庫県の入札参加指名停止基準に基づく指名停止を申請書提出時に受けていないこと

③ 会社更生法（平成14年法律第154号）又は民事再生法（平成11年法律第225号）の規定によ

る更生手続又は再生手続を開始している者でないこと
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④ 直近１年間において、法人税、県民税、消費税及び地方消費税等納付すべき税金を滞納して

いる者でないこと

⑤ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に規

定する暴力団及びその利益となる活動を行う者でないこと

⑥ 暴力団又はその構成員（暴力団の構成団体を含む。以下同じ）若しくは暴力団の構成員で無

くなった日から５年を経過しない者の統制の下にある者でないこと

⑦ 暴力団の構成員若しくは暴力団の構成員でなくなった日から５年を経過しない者を役員に含

む者でないこと

⑧ 最終事業年度における確定した決算に基づく貸借対照表の繰越損失が資本等の額（資本金、

資本剰余金及び利益剰余金の合計額から繰越利益剰余金及び中小企業においては役員借入金を

控除した額とする）を上回っている者でないこと

⑨ 最終事業年度以前３事業年度のすべての事業年度において資本等の額の２０％を超える額

の欠損を生じている者でないこと

⑩ 単独での応募の場合は、兵庫県内に本店、本社又は主たる事務所を有する者であること。

複数の法人がグループを構成して応募する場合は、代表となる法人又はグループを構成する法

人のいずれかが、本店、本社又は主たる事務所を有する者であること

⑪ 兵庫県、他の自治体を問わず、指定管理者の取消しを受けた者でないこと

⑫ 特定非営利活動法人については、特定非営利活動促進法（平成10年法律第７号）第42条の規

定に該当する者でないこと

（２）応募書類

応募時には、次の書類を各７部（正本1部、副本6部）提出してください。（日本工業規格Ａ４

タテで提出）

なお、応募に際して必要となる費用は全て応募者の負担とします。

区分 提出書類 備 考

① 指定管理者指定申請書 様式１

②

○定款、寄附行為又はこれに準ずる書

類

○法人登記簿の謄本又はこれに準ず

る書類

・任意の様式により提出のこと

・法人のパンフレット等があれば添付のこと

・プレジャーボート等小型船舶の保管業務の

実績を有することが分かる資料

③

○株式会社等にあっては、

過去３カ年間の貸借対照表、損益

計算書、収支決算書その他経営内容

を明らかにする書類

○ＮＰＯ法人にあっては、

特定非営利活動促進法第29条第

１項の規定に基づき、所轄庁に報告

する過去３カ年間の書類

○その他の団体にあっては、

上記書類に準ずる書類

任意の様式により提出のこと

④
平成２２年度の法人の事業計画書及

び収支予算書
任意の様式により提出のこと

⑤
役員の氏名、住所及び略歴を記載した

書類
任意の様式により提出のこと
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⑥
現に行っている業務の種類及び概要

を記載した書類
様式２

⑦
前年の法人税納税証明書及び消費税

納税証明書

⑧ 事業計画書 様式３

⑨ 管理運営に係る収支予算書 様式４

⑩
管理業務を行う組織に関する事項を

記載した書類
様式５

⑪
網干沖ボートパーク運営に生かせる

人材およびノウハウに関する資料
様式６

⑫
利用料金についての考え方及び設定

案を記載した書類
様式７

⑬
利用の事務を行う日、窓口受付時間等

を記載した書類
様式８

⑭
自主事業を計画している場合にはそ

の内容を記載した書類
様式９

（３）応募書類等の配布、お問い合わせ先

応募に必要な書類は、直接配布しますので、お手数ですが配布場所にお越し下さい。

なお、下記（４）の現地説明会の会場でも配布します。

① 配布期間

平成２２年８月３日（火）～平成２２年８月１７日（火）（土日を除く）

※午前９時から正午、午後１時から午後５時まで

② 配布場所・お問い合わせ先

兵庫県 県土整備部土木局港湾課 振興係

〒650-8567 神戸市中央区下山手通５丁目１０番１号 
電 話 ０７８－３６２－９２７４ ＦＡＸ ０７８－３６２－４２８０

電子メール kouwanka@pref.hyogo.lg.jp 
上記のほか、兵庫県のホームページで募集要項を公表します。

（ホームページアドレス：http://web.pref.hyogo.lg.jp/wd19/wd19_000000061.html）
なお、募集要項様式は、県ホームページからダウンロードできません。

（４）現地説明会

現地で指定管理施設の説明会を行います。

① 日 時 平成２２年８月１７日（火）午後２時

② 場 所 姫路市網干市民センター 会議室

（姫路市網干区垣内中町１２０ 姫路市網干支所横）

↓（各自移動）

網干沖ボートパーク（姫路市網干区網干浜）

③ 参加申込み

開催前日までに上記(３)②記載のお問い合わせ先へ電子メールでお申し込みください。折
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り返し受付確認のため、説明会の詳細を返信します。

なお、参加人数は、各法人等（グループごと）２名までとします。

（５）質問の受付

① 提出方法

この募集要項について質問がある場合は、配布様式（様式10）に質問を記載し、ＦＡＸ、電

子メールにより上記の（３）②記載のお問い合わせ先に送信して下さい。

電話による質問はお受けしません。

② 受付期間

平成２２年８月１８日（水）午前９時から平成２２年８月２０日（金）午後５時まで

（６）質問の回答

質問の回答は、県ホームページへの掲載により行います。個別にはお答えしません。

平成２２年８月３０日（月）までに回答を掲載します。

（７）応募書類の提出

次のとおり応募書類を持参して下さい。

① 提出場所 （３）②に同じ 
② 受付期間 平成２２年９月１日（水）から平成２２年９月７日（火）まで（土日除く） 

※午前９時から正午、午後１時から午後５時まで

（８）グループ応募

① 複数の法人がグループを構成して応募する場合は、代表となる法人を定めるとともに、構成

団体は連帯して責任を負います。

② 同時に複数のグループの構成団体となることはできません。

③ 単独で応募した法人は、グループで応募する場合の構成団体となることはできません。

④ 代表となる法人及びグループを構成する法人の変更は、原則として認めません。ただし、グ

ループを構成する法人については、業務遂行上支障がないと県が判断した場合に限り、変更を

認めることがあります。

（９）応募に関する留意事項

① 接触の禁止

選定委員、本件業務に従事する県職員など本件関係者に対して本件応募についての接触を禁

止します。接触の事実が認められた場合、失格になることがあります。

② 応募内容の変更禁止

提出された書類の内容を変更することはできません。

③ 虚偽をした場合の取扱い

公募書類に虚偽の記載があった場合及び応募者において本要項に掲げる内容に反する事項が

判明した場合は、失格とします。

④ 追加資料の提出等

県が必要と認める場合には、追加資料の提出、ヒアリングを求めることがあります。

⑤ 応募の辞退

応募書類の提出後に辞退する場合には、辞退届（様式任意）を提出してください。

⑥ 費用負担

応募に関して必要となる費用は、応募者の負担とします。
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⑦ 応募書類の著作権

応募書類の著作権は応募者に帰属します。ただし、県は、指定管理者の決定の公表等必要な

場合、応募書類の内容を無償で使用することができるものとします。

⑧ 応募書類の取扱い

応募書類は、理由の如何を問わず、返却いたしません。

また、情報公開条例の規定に基づき非公開とすべき箇所を除き公開することがあります。

⑨ その他

応募書類に記載された内容について、提案された内容どおりの実施を保障するものではあり

ません。

３ 業務の内容

業務の内容は、次のとおりです。詳細は「施設・設備の運営管理に関する業務仕様書」を参照し

てください。

（１）使用許可

施設の使用許可及び許可の取消等の使用の許可に関する業務を行います。

（２）使用に係る料金の収受

使用に係る施設の利用料金を収受する業務を行います。

（３）施設の維持管理

施設の維持管理として次の業務を行います。

・施設、設備の保守・点検及び修繕（大規模修繕を除く。）に関すること

・敷地内の清掃等環境整備に関すること

・災害又は緊急時の対応に関すること

※ 大規模修繕とは、浮き桟橋、係船杭等の主要構造及び係船環、係船金具に係る大規模補

修を言い、その他の軽微な修繕及び交換等は小規模修繕とします。また、貝殻落としは設

備の保守とします。疑義のある場合は、両者協議の上定めることとします。

※ 施設の維持管理の詳細については、別紙業務仕様書（13・14ページ）のとおりとします。

（４）施設の運営

施設の運営として次の業務を行います。

・利用者に対する水面係留場所の指定に関すること

・利用料金の徴収、経理に関すること

・関係機関との連絡調整に関すること

・利用者に対する施設利用の指導及び調整に関すること

・地元（自治会、周辺漁業者等）との連絡・調整に関すること

・未許可係留船舶の所有者に対する指導等に関すること

・苦情処理に関すること

・水域利用上のマナー・ルールの周知を図り、意識啓発を行うこと

・放置艇を誘導する県に協力して、放置艇に対して広報活動等に取り組むことにより、ボート

パークの収容隻数の増加に努めること

・保管艇の盗難防止等防犯に関すること

・災害時又は緊急時に関すること

・施設の管理・運営に係る県への報告に関すること

・その他県からの指示事項に関すること
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（５）自主事業の実施

指定管理者は、施設利用者等の各種ニーズに応えるため、当該施設等において自主事業（収益

事業等を含む。）を実施することができます。

① 事業内容

・自主事業とは、指定管理業務以外で、指定管理者が知事の許可を得て、網干沖ボートパーク

施設内において自らの責任で自主的に行う事業です。

（想定される事業）

イベント開催などソフト事業 など

② 自主事業実施の条件

・自主事業の実施にあたっては、県とあらかじめ協議するものとします。

・自主事業が本来業務（指定管理業務）に支障を来していると判断される場合は、自主事業の

改善、中止等を命ずる場合があります。

・港湾施設の使用及び港湾区域等における占用を行う場合は、あらかじめ知事の許可を得なけ

ればなりません。また、占使用料の支払が必要です。

・施設を常設するなど、桟橋、駐車場等の各施設の機能を阻害する形態での利用は認められま

せん。

③ 収入の取扱い

自主事業の実施により収入を得た場合は、その収入は指定管理者に帰属します。なお、実施

に要する経費は指定管理者の負担とし、下記４(３)に記載する管理に要する経費に含まれませ

ん。 

４ 管理運営に係る収支、県への還付金

（１）利用料金の設定

兵庫県港湾施設管理条例に定める基準額に0.5を乗じて得た額から1.5を乗じて得た額の範囲内

で、指定管理者が定めた額とします。この場合において、指定管理者は、あらかじめ当該利用料

金の額について知事の承認を受けなければなりません。

（基準額） ・艇長６ｍ未満 １隻につき１月 7,300 円

・艇長６ｍ以上７．５ｍ未満 １隻につき１月 7,500 円

・艇長７．５ｍ以上 １隻につき１月 7,500 円に

艇長１ｍ増すごとに 150 円加算

※１ｍに満たない端数は１ｍとする。

（２）利用料金の収入及び還付

施設の使用に係る利用料金は、指定管理者の収入とし、管理に要する経費に充てることができ

ます。

ただし、管理運営に係る収支予算書において県へ還付する金額として提案のあった金額をもと

に、県と指定管理者は、還付する金額、時期及び方法を協定し、これに基づき県へ還付するもの

とします。

（３）県への還付額の提案

県への還付額は、利用料金収入見込額から人件費、事務所経費、委託費、維持修繕費、公租公

課など管理に要する経費を控除した額を算定して提案してください。

提案していただくのは、利用料金収入見込額（自主事業の収入は除く）、管理に要する経費及び

県への還付額の三点です。

なお、指定管理者は放置艇を誘導する県に協力して、放置艇に対して広報活動等に取り組むこ

とにより、ボートパークの収容隻数の増加に努め、収容された放置艇を適正に管理することとし、
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この役割分担を踏まえて、具体的に提案してください。

県への還付額は、次の額以上の額を提案してください。

年 度 県への還付額

平成23年度 10,833,000円

平成24年度 10,833,000円

平成25年度 10,833,000円

平成26年度 10,833,000円

平成27年度 10,833,000円

（参 考）

年 度 基準収入額Ａ 管理に要する経費Ｂ 県への還付額(Ａ-Ｂ)

平成23年度 20,880,000円 10,047,000円 10,833,000円

平成24年度 20,880,000円 10,047,000円 10,833,000円

平成25年度 20,880,000円 10,047,000円 10,833,000円

平成26年度 20,880,000円 10,047,000円 10,833,000円

平成27年度 20,880,000円 10,047,000円 10,833,000円

（４）県への還付金の取扱い

利用料金収入実績額から管理に要した経費（実績額）を控除した収支差額が、各年度において

協定で定めた還付額を上回った場合には、その上回った額の２分の１を県への還付額に加算する

こととします。

なお、収支差額が、協定した県への還付額を下回っても、協定に定める還付額を支払っていた

だきます。

また、基準収入額（上記(３)記載）は、あくまでも想定収容隻数により積算した想定のもので

あるため、利用料金収入実績額が、基準収入額を下まわることがあっても、その金額を保証する

ものではありません。

５ 管理の基準

（１）利用時間等

利用者が施設を利用する日及び時間については、特に制限を設けていません。

指定管理者が防犯対策等から利用時間等に制限を設けようとする場合には、知事の承認を受け

なければなりません。

（２）利用の事務を行う日等

利用の事務を行う日(使用許可及び施設の運営等の窓口業務を行う日)及び窓口受付時間は、最

低限、次のとおりとし、指定管理者において定めるものとします。

利 用 の 事 務 を 行 う 日 週のうち土曜日、日曜日を含む５日以上

窓 口 受 付 時 間 午 前 ９ 時 ～ 午 後 ５ 時

（３）関係法令の遵守

次に掲げる関係法令を遵守して、適正に管理業務を実施してください。

① 港湾法(昭和25年法律第218号)

② 地方自治法(昭和22年法律第67号)

③ 個人情報の保護に関する法律(平成15年5月法律第57号 ）
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④ 公益通報者保護法(平成16年法律第122号)

⑤ 兵庫県港湾施設管理条例(昭和36年条例第18号)

⑥ 兵庫県港湾施設管理条例施行規則（昭和36年規則第49号）

⑦ 情報公開条例(平成12年条例第6号)

⑧ 個人情報の保護に関する条例（平成8年条例第24号）

⑨ 行政手続条例(平成7年第22号)

⑩ その他業務に必要な法令

（４）業務委託の制限

次の業務は、第三者に委託することはできません。

① 施設の使用許可、許可の取消に係る業務

② 関係機関との調整業務

③ 災害又は緊急時の対応業務

上記以外の業務を第三者に委託する場合には、事前に知事の承認を受けなければなりません。

（５）個人情報の保護

指定管理者は、個人情報の保護に関する法律及び個人情報の保護に関する条例の規定を遵守し、

個人情報の漏えい、滅失及びき損の防止その他の個人情報の保護のための必要な措置を講じなけ

ればなりません。

指定管理者が行う個人情報を取り扱う事務に従事している者又は従事していた者は、当該事務

に関して知ることのできた個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはいけ

ません。

また、個人情報の漏えい等の行為には、同条例に基づく罰則が適用される場合があります。指

定管理者は、個人情報の保護に関する条例に基づき、個人の権利利益を侵害することのないよう

必要な措置を講じなければなりません。

（６）守秘義務

施設の管理を行うにあたり、業務上知り得た秘密を第三者に漏らしたり、自己の利益のために

使用してはならないものとします。指定管理業務を行う指定期間が終了した後も同様とします。

（７）情報公開

指定管理者は、指定管理業務に係る文書等の情報の公開については、別途、情報公開規程等を

策定し、必要な措置を講じなければなりません。

（８）文書の管理、保存

管理業務を行うに当たり作成又は受領した文書等は、文書管理規則（平成12年兵庫県規則第55

号）等を参考に文書管理規程を作成し、適正に管理及び保存しなければなりません。

なお、指定管理者として作成した文書等は、指定期間終了時に、県の指示に従って引き渡すも

のとします。

（９）行政手続

使用許可、使用許可の取消などの行政処分については、行政手続条例に基づき、審査基準、標

準処理期間、処分基準等を定めなければなりません。

（10）公益通報者保護

公益通報者保護法により公益通報者に対する不利益な取扱いが禁止されており、また公益通報
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に関し事業者のとるべき措置等を講じなければなりません。

６ 責任分担表

項 目 指定管理者 県 備 考

① 施設、設備の維持管理 ○

② 施設等の使用の許可、許可の取消 ○

③ 利用料金の収入、還付 ○

④ 区域内の行為の許可、施設等の目的外使用許可 ○

⑤ 敷地内の清掃 ○

⑥ 施設の修繕（大規模） 県への報告 ○

⑦ 施設の修繕（小規模） ○

⑧ 自然災害による施設の復旧
県への報告

応急対策
○

⑨ 利用者調整・苦情処理、事故対応 ○

⑩ 放置艇の誘導 ○

⑪ 施設の管理瑕疵に伴う損害賠償 ○

⑫ 施設の設置瑕疵に伴う損害賠償 ○

７ 選 定

（１）資格審査、申請内容の確認及び照会

応募書類提出後、県の担当部署において資格審査を行います。また、書類内容については、県

の担当部署から確認、照会等を行う場合があります。

（２）指定管理者候補者の選定

県が設置する指定管理者候補者選定委員会により総合的に審査し、その審査結果・報告を受け

て庁内選定会議において指定管理者の候補者（優先交渉権者及び次点交渉権者）を選定します。

（３）指定管理者の指定

指定管理者の指定に係る議案について議会の議決を経た後、県知事は指定管理者の指定を行い

ます。

（４）審査基準、審査項目及び配点

指定管理者の審査は、下表のとおり、「公の施設の指定管理者の指定等に関する条例」に規定す

る基準により、審査の項目につき総合評価方式で行います。

条例の審査基準 審 査 項 目 配点

１ 管理の業務に関 (1)施設の維持管理 管理運営に当たっての基本方針 ５
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施設等の保守・点検、清掃及び修繕等 10

非常時・緊急時の体制 ５

利用者サービスの向上等 10

施設の利用促進策 ５

地元(自治会、周辺漁業者等)との調整、

連携
５

苦情処理の体制 ５

個人情報保護対策 ５

する計画が管理の

業務の適正かつ確

実な実施のために

適切なものである

こと

(2)利用者への対応

提案自主事業 ５

県への還付額の提案及び収支予算等 25

資金力等の経営の安定性 ５(1)応募者の経営能力等

専門的知識、技術等の人的能力、人材育

成及び類似施設の運営実績等
10

２ 管理の業務を適

正かつ確実に実施

するために必要な

経理的基礎及び技

術的能力を有する

ものであること
(2)組織運営体制 ５

合計 100

８ スケジュール（予定）

（１）募集要項等配布期間 平成２２年８月３日（火）～ 平成２２年８月１７日（火） 
（２）現地説明会 平成２２年８月１７日（火） 
（３）質問の受付期間 平成２２年８月１８日（水）～ 平成２２年８月２０日（金） 
（４）質問の回答（ＨＰ） 平成２２年８月３０日（月）までに掲載

（５）応募書類受付期間 平成２２年９月１日（水）～ 平成２２年９月７日（火） 
（６）選定結果の公表 平成２２年１０月上旬～中旬

（７）兵庫県議会の議決 平成２２年１２月上旬～中旬 
（８）指定管理者の指定 平成２２年１２月下旬 
（９）申請書に基づいた協定の締結 平成２３年１月下旬 
（10）指定管理者による管理開始 平成２３年４月１日 

９ 協定の締結

指定管理者の指定後、指定管理業務に関し協定を締結します。

（県が必要と認めた場合は、選定した指定管理者候補者と協定締結前に仮協定またはこれに準ず

るものを締結する場合がありますのでご承知ください。）

なお、指定管理者の指定については、優先交渉権者に協定交渉の第一優先権を付与したもので、

協定締結のための、県との合意形成期間に合意に至らなかった場合は、次点交渉権者に交渉権が移

行するものとします。

（１）協定事項

県と協議の上、指定管理者が行う具体的な業務内容を決定し、以下の事項から必要な事柄につ
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いて協定を締結します。

① 総括的事項

協定の趣旨、指定管理者が行う業務の内容、指定期間、事業計画、責任者及び必要な職員の

配置に関する事項等

② 業務の実施体制に関する事項

関係法令等の遵守、利用の事務を行う日及び窓口受付時間等、業務履行における指定管理者

の義務、県有財産及び県有物品の使用の承認又は貸付、業務により取得した物品類の帰属、緊

急時の対応等

③ 業務の実施に関する事項

業務の仕様に関する事項、施設・備品の改修・修繕に関する事項

④ 経費に関する事項

指定管理者の経理に関する事項、利用料金の取扱いに関する事項、県への還付金の支払いに

関する事項

⑤ 業務の報告及び監督に関する事項

事業報告書の提出に関する事項、業務の実施状況に関する報告、事故の場合の報告に関する

事項、県による履行確認に関する事項

⑥ 損害賠償及び不可抗力に関する事項

⑦ 災害時の対応に関する事項

⑧ 事故等緊急時の対応に関する事項

⑨ 指定の取消及び業務の停止に関する事項

指定の取消及び管理業務の停止を行う場合、指定の取消等による損害賠償に関する事項等

⑩ 指定期間終了に伴う措置に関する事項

原状回復に関する事項、事務の引継ぎに関する事項、財産の処理に関する事項等

⑪ 協定の実施に伴う細目的事項

⑫ 報告書等の提出の具体的な時期

⑬ 全業務の第三者への包括的委任の禁止に関する事項

⑭ 個人情報の保護に関する事項

⑮ 情報の公開に関する事項

⑯ 守秘義務に関する事項

⑰ 文書の管理、保存に関する事項

⑱ 行政手続に関する事項

⑲ 公益通報者保護に関する事項

⑳ その他必要な事項

疑義の取扱いに関する事項

（２）協定を締結しない場合

指定管理者が、協定の締結までに次の掲げる事項に該当することとなったときは、県はその指

定を取消し、協定を締結しないことがあります。

① 正当な理由なくして協定の締結に応じないとき

② 財務状況等の悪化等により、業務が確実に履行できないと認められるとき

③ 著しく社会的信用を損なう等により、指定管理者として相応しくないと認められるとき

④ 応募資格を喪失したとき

10 その他

（１） 事業報告

指定管理者は、会計年度終了後、30日以内に事業報告書及び決算報告書を作成し、提出するも



- 12 - 

のとします。

また、県は、施設管理に適正を期するため、指定管理者の業務及び経理に関し、定期又は臨時

に報告を求め、必要に応じてその管理する施設に立ち入って実地に調査し、又は必要な指示を行

うことができるものとします。

（２） 自己評価

指定管理者は、「指定管理者制度導入施設の管理運営の評価に係るガイドライン」に基づき、

事業報告書の作成・報告、利用者満足度調査の実施、苦情・要望等への対応を通じ、主体的な業

務改善に取り組むとともに、毎年度、管理運営に関する自己評価を実施し、県に報告しなければ

なりません。

なお、利用者満足度調査については、毎年１回以上実施し、その結果を管理運営評価に反映さ

せなければなりません。

※ 「指定管理者制度導入施設の管理運営の評価に係るガイドライン」は兵庫県のホームペー

ジに掲示しています。

ＨＰアドレス http://web.pref.hyogo.lg.jp/contents/000066916.pdf

（３） 実績評価及び指定管理者への措置

県は、事業報告書や実地調査の結果等に基づき、管理運営状況の実績評価を行います。

実績評価の結果、業務仕様書や協定に定める基準を満たしていないと認められるときは、県は、

必要な改善措置を講じるよう指示し、それでも改善が見られない場合は、指定管理者に次の措置

を講じるものとします。

① 施設利用者の利用にあたっての支障程度に応じて、実績の公表

② 管理業務の全部または一部の停止

また、著しく社会的信用を損なう等により、指定管理者として相応しくないと認められると

きは、県は指定管理者の指定を取り消すことがあります。

なお、次回の指定管理者選定（公募）に際し、現指定管理者が応募してきた場合、上記実績評

価を選定評価へ反映させます。

（４） 疑義等についての協議

業務の遂行に関し、定めがないとき又は疑義が生じたときは、県と指定管理者は誠意をもって

協議するものとします。

（５） 業務の引継ぎについて

指定期間の終了又は指定の取り消しにより、指定管理業務を引き継ぐ必要があるときは、円滑

に引き継ぎを行わなければなりません。

（６）県への損害賠償について

指定管理者が業務の遂行に当たり、県に損害を与えたときはその損害を賠償するものとします。
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別紙

施設・設備の運営管理に関する業務仕様書

網干沖ボートパークの指定管理施設については、利用者が快適かつ安心して利用できるように、

常時良好な状態を維持するため、次の業務を行う。

１ 使用許可

網干沖ボートパークの設置目的にそって、兵庫県港湾施設管理条例（以下「条例」という。）に

基づき、使用しようとする者の使用許可及び許可の取消等の使用の許可に関する業務を行う。 
・対象船舶は、登録長7.5ｍ未満かつ全長8.5ｍ未満を基本とする。

２ 使用に係る料金の収受

条例に基づき使用に係る施設の利用料金を収受する業務を行う。

３ 施設・設備の維持管理

施設・設備の維持管理として次の業務を行う。

（１）施設の範囲

浮き桟橋、駐車場、トイレ棟、照明灯、緑地及びその他の付帯施設・設備

（２）施設・設備の保守・点検

施設・設備の損傷の有無について、主として目視による日常点検に加え、施設の性能維持

を目的とした点検を週２回以上実施し、施設の安全を確保するなど保守に努める。

ただし、浮き桟橋及び駐車場については、次に掲げる内容の点検を併せて実施する。

① 浮き桟橋

・許可船舶の係留位置を点検すること

・沈廃船の有無を調査すること

② 駐車場

・放置車両、不法投棄物等の有無を確認すること。

（３）修繕（大規模修繕を除く）

修繕（大規模修繕を除く）を要する場合には、指定管理者において修繕を行う。 
また、大規模修繕を要する場合には、速やかに県へ報告し、応急対策が必要な場合、指定

管理者がこれを行う。 
自然災害により施設が被災した場合には、速やかに県へ報告するものとし、応急対策が必

要な場合、指定管理者がこれを行う。 

※ 大規模修繕とは、浮き桟橋、係船杭等の主要構造及び係船環、係船金具に係る大規模補

修を言い、その他の軽微な修繕及び交換等は小規模修繕とする。

また、貝殻落としは設備の保守とする。

疑義のある場合は、両者協議の上定めることとする。

（４）光熱水費

施設の光熱水費は、指定管理者の負担とする。

指定管理者が県の許可を得て独自に設置する施設の光熱水費も、指定管理者の負担とする。
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４ 清掃等環境整備

・施設・設備において清掃・除草（処分を含む。）を週２回以上実施するとともに、利用者に対し

て清潔保持に努めるよう指導する。

・なお、トイレについては、汚物の処理、洗剤を使っての便器、手洗い、壁、床、ドア等の清掃

及びトイレットペーパの補充を行う。 

５ 施設の運営

指定管理者は、施設の運営として次の業務を行う。 
・利用者に対する水面係留場所の指定に関すること

・利用料金の徴収、経理に関すること

・関係機関との連絡調整に関すること

・利用者に対する施設利用の指導及び調整に関すること

・地元（自治会、周辺民間マリーナ等）との連絡・調整に関すること

・未許可係留船舶の所有者に対する指導等に関すること

・苦情処理に関すること

・水域利用の上のマナー・ルールの周知を図り、意識啓発を行うこと

・放置艇を誘導する県に協力して、放置艇に対して広報活動等に取り組むことにより、ボート

パークの収容隻数の増加に努めること

・保管艇の盗難防止等防犯に関すること

・その他県からの指示事項に関すること

６ 災害時の対応

・台風及び高潮など予測できる場合については、係留施設を事前に点検し、災害対策を行うこと

・被災があった場合には、速やかに県へ報告するものとし、応急対策は指定管理者が行うこと

・なお、利用者に対しては、災害対策等の適切な措置をとるように、日常から具体的措置内容を

指導し、周知を図ること

７ 事故等緊急時の対応

事故、急病・けが、事件等が起こった場合に、適切かつ速やかな対応を行う。

８ 県への報告に関すること

・施設の利用状況、維持管理作業状況について、日報を記録し県の求めに応じ報告できるように

整理を行い、月毎にまとめたものを月報として提出すること

・苦情、要望等の特別な事項については県へ報告すること



姫路港網干沖小型船舶係留施設（網干沖ボートパーク）の概要

別添図面

①所在地 姫路市網干区網干浜地先

②収容隻数 ５７３隻

③係留施設 浮き桟橋 １９基

網干沖ボートパーク

兵庫県姫路港管理事務所


